
鳥取型PCR検査体制整備による戦略的サーベイランス

整備済みのPCR検査装置（４台）

今後整備予定のPCR検査装置（＋１１台）

県衛生環境研究所

鳥大医学部附属病院

今後、県内の医療機関にPCR検査機器を早急に整備
現在の検体数１９６検体／日 ⇒ 約４００検体／日に拡充

検査情報を速やかに収集・分析 ⇒ PCR検査数拡充により戦略的サーベイランスを実施

① 第２波を素早く探知し、対策を⽴案。
② 地域医療を守るため、⼿術前の患者や分娩前の妊婦などPCR検査が必要とされる

方に対し幅広く検査を実施し、院内感染対策を強化。
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